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①が 2C にも接するとき 
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②が重解を持つには 
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③の判別式は 024 26  aaD であるから、③は相違なる 2実数解を持つ。 

したがって、共通接線①が 2本定まるので、題意は示された。(証明終) 
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したがって、③の 2解を  , としたとき、4つの接点は 
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とおける。 ),( 22   DCAB より四角形 ABCDは平行四辺形。 
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相加平均・相乗平均の関係から 22
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